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【手続補正書】
【提出日】平成25年5月30日(2013.5.30)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　下記式Ｉの化合物、または該化合物の薬学的に許容される塩
【化１】

［式中、
　ＡおよびＢはそれぞれ独立に、Ｃ３－Ｃ１０炭素環または３から１０員複素環であり、
それぞれ独立に１以上のＲＡで置換されていても良く；
　Ｄは、Ｃ３－Ｃ１０炭素環または３から１０員複素環であり、１以上のＲＡで置換され
ていても良く；またはＤはＲＤであり；
　Ｘは、Ｎであり；
　Ｌ１およびＬ２はそれぞれ独立に、結合；またはＣ１－Ｃ６アルキレン、Ｃ２－Ｃ６ア
ルケニレンもしくはＣ２－Ｃ６アルキニレンから選択され、それらのそれぞれは各場合で
独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）Ｒ

Ｓ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル
またはシアノから選択される１以上の置換基によって置換されていても良く；
　Ｌ３は結合または－ＬＳ－Ｋ－ＬＳ′－であり、Ｋは－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（ＲＢ）－
、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＯＳ（Ｏ）－、－ＯＳ（Ｏ）２－、
－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ
－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－
ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（
Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（ＲＢ）－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ
（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、－Ｎ（ＲＢ）ＳＯ２Ｎ（ＲＢ′）－または－Ｎ（ＲＢ

）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－から選択され；
　Ｙは、－Ｔ′－Ｃ（Ｒ１Ｒ２）Ｎ（Ｒ５）－Ｔ－ＲＤ、－Ｔ′－Ｃ（Ｒ３Ｒ４）Ｃ（Ｒ

６Ｒ７）－Ｔ－ＲＤ、－ＬＫ－Ｔ－ＲＤまたは－ＬＫ－Ｅから選択され；
　Ｒ１およびＲ２はそれぞれ独立に、ＲＣであり、Ｒ５はＲＢであり；またはＲ１がＲＣ

であり、Ｒ２およびＲ５がそれらが結合している原子と一体となって、３から８員複素環
を形成しており、その環は１以上のＲＡで置換されていても良く；
　Ｒ３、Ｒ４、Ｒ６およびＲ７はそれぞれ独立に、ＲＣであり；またはＲ３およびＲ６が
それぞれ独立にＲＣであり、Ｒ４およびＲ７がそれらが結合している原子と一体となって
、３から８員炭素環もしくは複素環を形成しており、その環は１以上のＲＡで置換されて
いても良く；
　Ｚは、－Ｔ′－Ｃ（Ｒ８Ｒ９）Ｎ（Ｒ１２）－Ｔ－ＲＤ、－Ｔ′－Ｃ（Ｒ１０Ｒ１１）
Ｃ（Ｒ１３Ｒ１４）－Ｔ－ＲＤ、－ＬＫ－Ｔ－ＲＤまたは－ＬＫ－Ｅから選択され；
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　Ｒ８およびＲ９はそれぞれ独立にＲＣであり、Ｒ１２はＲＢであり；またはＲ８はＲＣ

であり、Ｒ９およびＲ１２がそれらが結合している原子と一体となって３から８員複素環
を形成しており、その環は１以上のＲＡで置換されていても良く；
　Ｒ１０、Ｒ１１、Ｒ１３およびＲ１４はそれぞれ独立にＲＣであり；またはＲ１０およ
びＲ１３はそれぞれ独立にＲＣであり、Ｒ１１およびＲ１４がそれらが結合している原子
と一体となって３から８員炭素環もしくは複素環を形成しており、その環は１以上のＲＡ

で置換されていても良く；
　ＬＫは各場合で独立に、結合、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－ＬＳ－；－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）
－ＬＳ－；またはＣ１－Ｃ６アルキレン、Ｃ２－Ｃ６アルケニレン、Ｃ２－Ｃ６アルキニ
レン、Ｃ３－Ｃ１０炭素環または３から１０員複素環から選択され、それらのそれぞれは
各場合で独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ
（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、
ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基によって置換されていても良く；
　Ｅは各場合で独立に、Ｃ３－Ｃ１０炭素環または３から１０員複素環から選択され、各
場合で独立に１以上のＲＡで置換されていても良く；
　ＴおよびＴ′は各場合でそれぞれ独立に結合、－ＬＳ－、－ＬＳ－Ｍ－ＬＳ′－、－Ｌ

Ｓ－Ｍ－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され、ＭおよびＭ′は各場合でそれぞれ独立に
、結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－Ｎ（ＲＢ）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）
－、－ＯＳ（Ｏ）－、－ＯＳ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ
）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ
（Ｏ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ
）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（ＲＢ）－
、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、Ｎ（ＲＢ）
ＳＯ２Ｎ（ＲＢ′）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、Ｃ３－Ｃ１０炭素環また
は３から１０員複素環から選択され、前記Ｃ３－Ｃ１０炭素環および３から１０員複素環
は各場合でそれぞれ独立に、１以上のＲＡで置換されていても良く；
　ＲＡは各場合で独立に、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニ
トロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノ、－ＬＡまたは－
ＬＳ－ＲＥから選択され、２個の隣接するＲＡが、それらが結合している原子およびそれ
らが結合している原子間の原子と一体となって、Ｃ３－Ｃ１０炭素環もしくは３から１０
員複素環を形成していても良く；
　ＲＢおよびＲＢ′は各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＦから選択され；
　ＲＣは各場合で独立に、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキ
シ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノ；またはＲ

Ｆから選択され；
　ＲＤは各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＡから選択され；
　ＲＥは各場合で独立に、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＲＳ、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ

、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｓ（Ｏ）ＲＳ、－ＳＯ２ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）ＲＳ′、－Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ′ＲＳ

″）、－Ｎ（ＲＳ）ＳＯ２ＲＳ′、－ＳＯ２Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）ＳＯ２Ｎ（
ＲＳ′ＲＳ″）、－Ｎ（ＲＳ）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ′ＲＳ″）、－ＯＳ（Ｏ）－ＲＳ、－Ｏ
Ｓ（Ｏ）２－ＲＳ、－Ｓ（Ｏ）２ＯＲＳ、－Ｓ（Ｏ）ＯＲＳ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲＳ、－Ｎ
（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ′、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）Ｓ（Ｏ）－Ｒ

Ｓ′、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）－ＲＳ′、Ｃ３－Ｃ

１０炭素環もしくは３から１０員複素環から選択され、前記Ｃ３－Ｃ１０炭素環もしくは
３から１０員複素環はそれぞれ独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＢ、－Ｓ－ＲＢ、－Ｎ（
ＲＢＲＢ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＢ、ニトロ、ホスホノキシ、ホスホノ
、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されて
いても良く；
　ＲＦは各場合で独立に、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アル



(4) JP 2012-524100 A5 2013.7.18

キニル、Ｃ３－Ｃ６炭素環、Ｃ３－Ｃ６炭素環Ｃ１－Ｃ６アルキル、３から６員複素環、
または（３員もしくは６員複素環）Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、それらは各場合で
それぞれ独立にハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキ
ソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミルもしくはシアノから選択される１以上
の置換基で置換されていても良く；
　ＬＡは各場合で独立に、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニルもしくはＣ２－Ｃ

６アルキニルから選択され、それらは各場合でそれぞれ独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－Ｒ

Ｓ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、
ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以
上の置換基で置換されていても良く；
　ＬＳ、ＬＳ′およびＬＳ″は各場合でそれぞれ独立に、結合；またはＣ１－Ｃ６アルキ
レン、Ｃ２－Ｃ６アルケニレンもしくはＣ２－Ｃ６アルキニレンから選択され、それらは
各場合でそれぞれ独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）
、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、チ
オキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良く；
　ＲＳ、ＲＳ′およびＲＳ″は各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＴから選択され；
　ＲＴは各場合で独立に、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アル
キニル、Ｃ３－Ｃ６炭素環、Ｃ３－Ｃ６炭素環Ｃ１－Ｃ６アルキル、３から６員複素環、
または（３員もしくは６員複素環）Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、それらは各場合で
それぞれ独立にハロゲン、ＲＦ、－Ｏ－ＲＢ、－Ｓ－ＲＢ、－Ｎ（ＲＢＲＢ′）、－ＯＣ
（Ｏ）ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＢ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、
ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良い］。
【請求項２】
　下記式Ｉの化合物、または該化合物の薬学的に許容される塩
【化２】

［式中、
　ＡおよびＢはそれぞれ独立にフェニルであり、それぞれ独立に、１以上のＲＡで置換さ
れていても良く；
　ＤはＣ３－Ｃ１０炭素環または３から１０員の複素環であり、１以上のＲＡで置換され
ていても良く；またはＤはＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニルまたはＣ２－Ｃ６

アルキニルから選択され、ハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′
）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、
チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良く
；
　ＸはＮであり；
　Ｌ１およびＬ２は－（ＣＨ２）－であり、それぞれ独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ

、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、オ
キソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上
の置換基で置換されていても良く；
　Ｌ３は結合であり；
　Ｙは－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒ１Ｒ２）Ｎ（Ｒ５）－Ｔ－ＲＤまたは－Ｎ（ＲＢ）Ｃ
（Ｏ）Ｃ（Ｒ３Ｒ４）Ｃ（Ｒ６Ｒ７）－Ｔ－ＲＤから選択され；
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　Ｒ１はＲＣであり、Ｒ２およびＲ５がそれらが結合している原子とともに、１以上のＲ

Ａで置換されていても良い３から８員の複素環を形成しており；
　Ｒ３およびＲ６はそれぞれ独立にＲＣであり、Ｒ４およびＲ７がそれらが結合している
原子とともに１以上のＲＡで置換されていても良い３から８員の炭素環もしくは複素環を
形成しており；
　Ｚは－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒ８Ｒ９）Ｎ（Ｒ１２）－Ｔ－ＲＤまたは－Ｎ（ＲＢ）
Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒ１０Ｒ１１）Ｃ（Ｒ１３Ｒ１４）－Ｔ－ＲＤから選択され；
　Ｒ８はＲＣであり、Ｒ９およびＲ１２がそれらが結合している原子とともに、１以上の
ＲＡで置換されていても良い３から８員の複素環を形成しており；
　Ｒ１０およびＲ１３はそれぞれ独立にＲＣであり、Ｒ１１およびＲ１４がそれらが結合
している原子とともに１以上のＲＡで置換されていても良い３から８員の炭素環もしくは
複素環を形成しており；
　Ｔはそれぞれ各場合で独立に結合、－ＬＳ－、－ＬＳ－Ｍ－ＬＳ′－、－ＬＳ－Ｍ－Ｌ

Ｓ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され、ＭおよびＭ′は各場合でそれぞれ独立に結合、－Ｏ
－、－Ｓ－、－Ｎ（ＲＢ）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＯＳ（
Ｏ）－、－ＯＳ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－
Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）－、－Ｎ（
ＲＢ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（ＲＢ）－、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、－Ｎ（ＲＢ）ＳＯ２Ｎ（
ＲＢ′）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、Ｃ３－Ｃ１０炭素環または３から１
０員の複素環から選択され、前記Ｃ３－Ｃ１０炭素環および３から１０員の複素環はそれ
ぞれ各場合で独立に１以上のＲＡで置換されていても良く；
　ＲＡは各場合で独立に、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニ
トロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノ、－ＬＡまたは－
ＬＳ－ＲＥから選択され；
　ＲＢおよびＲＢ′は各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＦから選択され；
　ＲＣは各場合で独立に、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキ
シ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノまたはＲＦ

から選択され；
　ＲＤはそれぞれ各場合で独立に、水素またはＲＡから選択され；
　ＲＥは各場合で独立に、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＲＳ、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ

、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｓ（Ｏ）ＲＳ、－ＳＯ２ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）ＲＳ′、－Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ′ＲＳ

″）、－Ｎ（ＲＳ）ＳＯ２ＲＳ′、－ＳＯ２Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）ＳＯ２Ｎ（
ＲＳ′ＲＳ″）、－Ｎ（ＲＳ）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ′ＲＳ″）、－ＯＳ（Ｏ）－ＲＳ、－Ｏ
Ｓ（Ｏ）２－ＲＳ、－Ｓ（Ｏ）２ＯＲＳ、－Ｓ（Ｏ）ＯＲＳ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲＳ、－Ｎ
（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ′、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）Ｓ（Ｏ）－Ｒ

Ｓ′、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）－ＲＳ′、Ｃ３－Ｃ

１０炭素環または３から１０員の複素環から選択され、前記Ｃ３－Ｃ１０炭素環および３
から１０員の複素環は各場合でそれぞれ独立に、ハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＢ、－Ｓ－Ｒ

Ｂ、－Ｎ（ＲＢＲＢ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＢ、ニトロ、ホスホノキシ
、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で
置換されていても良く；
　ＲＦは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６炭素環、Ｃ３－Ｃ６炭素環Ｃ１－Ｃ６アルキル、３から６員の複素環、
または（３員もしくは６員の複素環）Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、それらのそれぞ
れは各場合で独立にハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、
オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以
上の置換基で置換されていても良く；
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　ＬＡは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニルまたはＣ２－Ｃ６ア
ルキニルから選択され、それらのそれぞれは各場合で独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ

、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホ
スホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上
の置換基で置換されていても良く；
　ＬＳ、ＬＳ′およびＬＳ″は各場合でそれぞれ独立に結合；またはＣ１－Ｃ６アルキレ
ン、Ｃ２－Ｃ６アルケニレンまたはＣ２－Ｃ６アルキニレンから選択され、それらのそれ
ぞれは各場合で独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、
－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオ
キソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良く；
　ＲＳ、ＲＳ′およびＲＳ″は各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＴから選択され；
　ＲＴは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６炭素環、Ｃ３－Ｃ６炭素環Ｃ１－Ｃ６アルキル、３から６員の複素環、
または（３員もしくは６員の複素環）Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、それらのそれぞ
れは各場合で独立にハロゲン、ＲＦ、－Ｏ－ＲＢ、－Ｓ－ＲＢ、－Ｎ（ＲＢＲＢ′）、－
ＯＣ（Ｏ）ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＢ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキ
ソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良い］。
【請求項３】
　Ｔが各場合で独立に－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－または－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）
－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され；
　ＬＳ′が独立にＣ１－Ｃ６アルキレンであり、独立に各場合でハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－
ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ
、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１
以上の置換基で置換されていても良い、請求項２に記載の化合物または塩。
【請求項４】
　Ｙが－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒ１Ｒ２）Ｎ（Ｒ５）－Ｔ－ＲＤであり；
　Ｚが－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒ８Ｒ９）Ｎ（Ｒ１２）－Ｔ－ＲＤであり；
　Ｔが各場合で独立に－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され；
　ＤがＣ５－Ｃ６炭素環、５から６員の複素環または６から１０員の二環式環であり、１
以上のＲＭで置換されており、ＲＭがハロゲン、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホ
ノ、チオキソ、シアノまたは－ＬＳ－ＲＥである、請求項２に記載の化合物または塩。
【請求項５】
　Ｔが各場合で独立に、－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－ＬＳ″－または－Ｃ
（Ｏ）－ＬＳ′－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－ＬＳ″－から選択される、請求項４に記載の化
合物または塩。
【請求項６】
　ＲＡがハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、ホ
スホノキシ、ホスホノ、チオキソ、シアノ；またはＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アル
ケニルまたはＣ２－Ｃ６アルキニル（それらのそれぞれは各場合で独立に、ハロゲン、ヒ
ドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ
、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良
い）；またはＣ３－Ｃ６炭素環または３から６員の複素環（それらのそれぞれは独立に各
場合で、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、ホ
スホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６

アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６ハロアルケニ
ルまたはＣ２－Ｃ６ハロアルキニルから選択される１以上の置換基で置換されていても良
い）である、請求項４に記載の化合物または塩。
【請求項７】
　下記式Ｉの化合物、または該化合物の薬学的に許容される塩
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【化３】

［式中、
　Ａは
【化４】

であり、Ｂは
【化５】

であり、Ｚ１は独立に各場合でＯ、Ｓ、ＮＨまたはＣＨ２から選択され、Ｚ２は各場合で
独立にＮまたはＣＨから選択され、ＡおよびＢはそれぞれ独立に１以上のＲＡで置換され
ていても良く；
　ＤはＣ３－Ｃ１０炭素環または３から１０員の複素環であり、１以上のＲＡで置換され
ていても良く；またはＤはＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニルまたはＣ２－Ｃ６

アルキニルから選択され、ハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′
）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、
チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良く
；
　ＸはＮであり；
　Ｌ１およびＬ２は－（ＣＨ２）－であり、それぞれ独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ

、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、オ
キソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上
の置換基で置換されていても良く；
　Ｌ３は結合であり；
　Ｙは－Ｃ（Ｒ１Ｒ２）Ｎ（Ｒ５）－Ｔ－ＲＤまたは－Ｃ（Ｒ３Ｒ４）Ｃ（Ｒ６Ｒ７）－
Ｔ－ＲＤから選択され；
　Ｒ１はＲＣであり、Ｒ２およびＲ５がそれらが結合している原子とともに、１以上のＲ

Ａで置換されていても良い３から８員の複素環を形成しており；
　Ｒ３およびＲ６はそれぞれ独立にＲＣであり、Ｒ４およびＲ７がそれらが結合している
原子とともに１以上のＲＡで置換されていても良い３から８員の炭素環もしくは複素環を
形成しており；
　Ｚは、－Ｃ（Ｒ８Ｒ９）Ｎ（Ｒ１２）－Ｔ－ＲＤまたは－Ｃ（Ｒ１０Ｒ１１）Ｃ（Ｒ１

３Ｒ１４）－Ｔ－ＲＤから選択され；
　Ｒ８はＲＣであり、Ｒ９およびＲ１２がそれらが結合している原子とともに、１以上の
ＲＡで置換されていても良い３から８員の複素環を形成しており；
　Ｒ１０およびＲ１３はそれぞれ独立にＲＣであり、Ｒ１１およびＲ１４がそれらが結合
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している原子とともに１以上のＲＡで置換されていても良い３から８員の炭素環もしくは
複素環を形成しており；
　Ｔはそれぞれ各場合で独立に結合、－ＬＳ－、－ＬＳ－Ｍ－ＬＳ′－、－ＬＳ－Ｍ－Ｌ

Ｓ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され、ＭおよびＭ′は各場合でそれぞれ独立に結合、－Ｏ
－、－Ｓ－、－Ｎ（ＲＢ）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＯＳ（
Ｏ）－、－ＯＳ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－
Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）－、－Ｎ（
ＲＢ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（ＲＢ）－、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、－Ｎ（ＲＢ）ＳＯ２Ｎ（
ＲＢ′）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、Ｃ３－Ｃ１０炭素環または３から１
０員の複素環から選択され、前記Ｃ３－Ｃ１０炭素環および３から１０員の複素環はそれ
ぞれ各場合で独立に１以上のＲＡで置換されていても良く；
　ＲＡは各場合で独立に、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニ
トロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノ、－ＬＡまたは－
ＬＳ－ＲＥから選択され；
　ＲＢおよびＲＢ′は各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＦから選択され；
　ＲＣは各場合で独立に、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキ
シ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノまたはＲＦ

から選択され；
　ＲＤはそれぞれ各場合で独立に、水素またはＲＡから選択され；
　ＲＥは各場合で独立に、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＲＳ、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ

、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｓ（Ｏ）ＲＳ、－ＳＯ２ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）ＲＳ′、－Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ′ＲＳ

″）、－Ｎ（ＲＳ）ＳＯ２ＲＳ′、－ＳＯ２Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）ＳＯ２Ｎ（
ＲＳ′ＲＳ″）、－Ｎ（ＲＳ）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ′ＲＳ″）、－ＯＳ（Ｏ）－ＲＳ、－Ｏ
Ｓ（Ｏ）２－ＲＳ、－Ｓ（Ｏ）２ＯＲＳ、－Ｓ（Ｏ）ＯＲＳ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲＳ、－Ｎ
（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ′、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）Ｓ（Ｏ）－Ｒ

Ｓ′、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）－ＲＳ′、Ｃ３－Ｃ

１０炭素環または３から１０員の複素環から選択され、前記Ｃ３－Ｃ１０炭素環および３
から１０員の複素環は各場合でそれぞれ独立に、ハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＢ、－Ｓ－Ｒ

Ｂ、－Ｎ（ＲＢＲＢ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＢ、ニトロ、ホスホノキシ
、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で
置換されていても良く；
　ＲＦは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６炭素環、Ｃ３－Ｃ６炭素環Ｃ１－Ｃ６アルキル、３から６員の複素環、
または（３員もしくは６員の複素環）Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、それらのそれぞ
れは各場合で独立にハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、
オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以
上の置換基で置換されていても良く；
　ＬＡは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニルまたはＣ２－Ｃ６ア
ルキニルから選択され、それらのそれぞれは各場合で独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ

、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホ
スホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上
の置換基で置換されていても良く；
　ＬＳ、ＬＳ′およびＬＳ″は各場合でそれぞれ独立に結合；またはＣ１－Ｃ６アルキレ
ン、Ｃ２－Ｃ６アルケニレンまたはＣ２－Ｃ６アルキニレンから選択され、それらのそれ
ぞれは各場合で独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、
－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオ
キソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良く；
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　ＲＳ、ＲＳ′およびＲＳ″は各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＴから選択され；
　ＲＴは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６炭素環、Ｃ３－Ｃ６炭素環Ｃ１－Ｃ６アルキル、３から６員の複素環、
または（３員もしくは６員の複素環）Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、それらのそれぞ
れは各場合で独立にハロゲン、ＲＦ、－Ｏ－ＲＢ、－Ｓ－ＲＢ、－Ｎ（ＲＢＲＢ′）、－
ＯＣ（Ｏ）ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＢ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキ
ソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良い］。
【請求項８】
　Ｚ１がＮＨであり、Ｚ２がＮであり；
　Ｔが各場合で独立に－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－または－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）
－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され；
　ＬＳ′が独立にＣ１－Ｃ６アルキレンであり、独立に各場合でハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－
ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ
、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１
以上の置換基で置換されていても良い、請求項７に記載の化合物または塩。
【請求項９】
　Ｚ１がＮＨであり、Ｚ２がＮであり；
　Ｙが－Ｃ（Ｒ１Ｒ２）Ｎ（Ｒ５）－Ｔ－ＲＤであり；
　Ｚが－Ｃ（Ｒ８Ｒ９）Ｎ（Ｒ１２）－Ｔ－ＲＤであり；
　Ｔが各場合で独立に－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され；および
　ＤがＣ５－Ｃ６炭素環、５から６員の複素環、または６から１０員の二環式環であり、
１以上のＲＭで置換されており、ＲＭがハロゲン、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホス
ホノ、チオキソ、シアノまたは－ＬＳ－ＲＥである、請求項７に記載の化合物または塩。
【請求項１０】
　Ｔが各場合で独立に－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－ＬＳ″－または－Ｃ（
Ｏ）－ＬＳ′－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－ＬＳ″－から選択される、請求項９に記載の化合
物または塩。
【請求項１１】
　ＲＡがハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、ホ
スホノキシ、ホスホノ、チオキソ、シアノ；またはＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アル
ケニルまたはＣ２－Ｃ６アルキニル（それらのそれぞれは各場合で独立に、ハロゲン、ヒ
ドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ
、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良
い）；またはＣ３－Ｃ６炭素環、または３から６員の複素環（それらのそれぞれは各場合
で独立に、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、
ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ

６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６ハロアルケ
ニルまたはＣ２－Ｃ６ハロアルキニルから選択される１以上の置換基で置換されていても
良い）である、請求項９に記載の化合物または塩。
【請求項１２】
　下記式Ｉの化合物、または該化合物の薬学的に許容される塩
【化６】
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［式中、
　Ａは
【化７】

であり、Ｚ１はＯ、Ｓ、ＮＨまたはＣＨ２から選択され、Ｚ２はＮまたはＣＨから選択さ
れ、Ａは１以上のＲＡで置換されていても良く；
　Ｂはフェニルであり、１以上のＲＡで置換されていても良く；
　ＤはＣ３－Ｃ１０炭素環または３から１０員の複素環であり、１以上のＲＡで置換され
ていても良く；またはＤはＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニルまたはＣ２－Ｃ６

アルキニルから選択され、ハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′
）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、
チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良く
；
　ＸはＮであり；
　Ｌ１およびＬ２は－（ＣＨ２）－であり、それぞれ独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ

、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、オ
キソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上
の置換基で置換されていても良く；
　Ｌ３は結合であり；
　Ｙは－Ｃ（Ｒ１Ｒ２）Ｎ（Ｒ５）－Ｔ－ＲＤまたは－Ｃ（Ｒ３Ｒ４）Ｃ（Ｒ６Ｒ７）－
Ｔ－ＲＤから選択され；
　Ｒ１はＲＣであり、Ｒ２およびＲ５がそれらが結合している原子とともに、１以上のＲ

Ａで置換されていても良い３から８員の複素環を形成しており；
　Ｒ３およびＲ６はそれぞれ独立にＲＣであり、Ｒ４およびＲ７がそれらが結合している
原子とともに１以上のＲＡで置換されていても良い３から８員の炭素環もしくは複素環を
形成しており；
　Ｚは、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒ８Ｒ９）Ｎ（Ｒ１２）－Ｔ－ＲＤまたは－Ｎ（ＲＢ

）Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒ１０Ｒ１１）Ｃ（Ｒ１３Ｒ１４）－Ｔ－ＲＤから選択され；
　Ｒ８はＲＣであり、Ｒ９およびＲ１２がそれらが結合している原子とともに、１以上の
ＲＡで置換されていても良い３から８員の複素環を形成しており；
　Ｒ１０およびＲ１３はそれぞれ独立にＲＣであり、Ｒ１１およびＲ１４がそれらが結合
している原子とともに１以上のＲＡで置換されていても良い３から８員の炭素環もしくは
複素環を形成しており；
　Ｔはそれぞれ各場合で独立に結合、－ＬＳ－、－ＬＳ－Ｍ－ＬＳ′－、－ＬＳ－Ｍ－Ｌ

Ｓ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され、ＭおよびＭ′は各場合でそれぞれ独立に結合、－Ｏ
－、－Ｓ－、－Ｎ（ＲＢ）－、－Ｃ（Ｏ）－、－Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）－、－ＯＳ（
Ｏ）－、－ＯＳ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）２Ｏ－、－Ｓ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－Ｏ
Ｃ（Ｏ）－、－ＯＣ（Ｏ）Ｏ－、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－
Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）－、－Ｎ（
ＲＢ）Ｓ（Ｏ）２－、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ）－、－Ｓ（Ｏ）２Ｎ（ＲＢ）－、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、－Ｎ（ＲＢ）ＳＯ２Ｎ（
ＲＢ′）－、－Ｎ（ＲＢ）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＢ′）－、Ｃ３－Ｃ１０炭素環、または３から
１０員の複素環から選択され、前記Ｃ３－Ｃ１０炭素環および３から１０員の複素環はそ
れぞれ各場合で独立に１以上のＲＡで置換されていても良く；
　ＲＡは各場合で独立に、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニ
トロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノ、－ＬＡまたは－
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ＬＳ－ＲＥから選択され；
　ＲＢおよびＲＢ′は各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＦから選択され；
　ＲＣは各場合で独立に、水素、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキ
シ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノまたはＲＦ

から選択され；
　ＲＤはそれぞれ各場合で独立に、水素またはＲＡから選択され；
　ＲＥは各場合で独立に、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＲＳ、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ

、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｓ（Ｏ）ＲＳ、－ＳＯ２ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）
Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）ＲＳ′、－Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ′ＲＳ

″）、－Ｎ（ＲＳ）ＳＯ２ＲＳ′、－ＳＯ２Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）ＳＯ２Ｎ（
ＲＳ′ＲＳ″）、－Ｎ（ＲＳ）Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ′ＲＳ″）、－ＯＳ（Ｏ）－ＲＳ、－Ｏ
Ｓ（Ｏ）２－ＲＳ、－Ｓ（Ｏ）２ＯＲＳ、－Ｓ（Ｏ）ＯＲＳ、－ＯＣ（Ｏ）ＯＲＳ、－Ｎ
（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ′、－ＯＣ（Ｏ）Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｎ（ＲＳ）Ｓ（Ｏ）－Ｒ

Ｓ′、－Ｓ（Ｏ）Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－Ｃ（Ｏ）Ｎ（ＲＳ）Ｃ（Ｏ）－ＲＳ′、Ｃ３－Ｃ

１０炭素環、または３から１０員の複素環から選択され、前記Ｃ３－Ｃ１０炭素環および
３から１０員の複素環は各場合でそれぞれ独立に、ハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＢ、－Ｓ－
ＲＢ、－Ｎ（ＲＢＲＢ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＢ、ニトロ、ホスホノキ
シ、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基
で置換されていても良く；
　ＲＦは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６炭素環、Ｃ３－Ｃ６炭素環Ｃ１－Ｃ６アルキル、３から６員の複素環、
または（３員もしくは６員の複素環）Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、それらのそれぞ
れは各場合で独立にハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、
オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以
上の置換基で置換されていても良く；
　ＬＡは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニルまたはＣ２－Ｃ６ア
ルキニルから選択され、それらのそれぞれは各場合で独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ

、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホ
スホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上
の置換基で置換されていても良く；
　ＬＳ、ＬＳ′およびＬＳ″は各場合でそれぞれ独立に結合；またはＣ１－Ｃ６アルキレ
ン、Ｃ２－Ｃ６アルケニレンまたはＣ２－Ｃ６アルキニレンから選択され、それらのそれ
ぞれは各場合で独立にハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、
－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオ
キソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良く；
　ＲＳ、ＲＳ′およびＲＳ″は各場合でそれぞれ独立に、水素またはＲＴから選択され；
　ＲＴは各場合で独立にＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキ
ニル、Ｃ３－Ｃ６炭素環、Ｃ３－Ｃ６炭素環Ｃ１－Ｃ６アルキル、３から６員の複素環、
または（３員もしくは６員の複素環）Ｃ１－Ｃ６アルキルから選択され、それらのそれぞ
れは各場合で独立にハロゲン、ＲＦ、－Ｏ－ＲＢ、－Ｓ－ＲＢ、－Ｎ（ＲＢＲＢ′）、－
ＯＣ（Ｏ）ＲＢ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＢ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ、チオキ
ソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良い］。
【請求項１３】
　Ｚ１がＮＨであり、Ｚ２がＮであり；
　Ｔが各場合で独立に－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－または－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）
－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され；
　ＬＳ′が独立にＣ１－Ｃ６アルキレンであり、独立に各場合でハロゲン、ＲＴ、－Ｏ－
ＲＳ、－Ｓ－ＲＳ、－Ｎ（ＲＳＲＳ′）、－ＯＣ（Ｏ）ＲＳ、－Ｃ（Ｏ）ＯＲＳ、ニトロ
、ホスホノキシ、ホスホノ、オキソ、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１
以上の置換基で置換されていても良い、請求項１２に記載の化合物または塩。
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【請求項１４】
　Ｚ１がＮＨであり、Ｚ２がＮであり；
　Ｙが－Ｃ（Ｒ１Ｒ２）Ｎ（Ｒ５）－Ｔ－ＲＤであり；
　Ｚが－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｃ（Ｒ８Ｒ９）Ｎ（Ｒ１２）－Ｔ－ＲＤであり；
　Ｔが各場合で独立に－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｍ′－ＬＳ″－から選択され；
　ＤがＣ５－Ｃ６炭素環、５から６員の複素環、または６から１０員の二環式環であり、
１以上のＲＭで置換されており、ＲＭがハロゲン、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホス
ホノ、チオキソ、シアノまたは－ＬＳ－ＲＥである、請求項１２に記載の化合物または塩
。
【請求項１５】
　Ｔが各場合で独立に－Ｃ（Ｏ）－ＬＳ′－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）－ＬＳ″－または－Ｃ（
Ｏ）－ＬＳ′－Ｎ（ＲＢ）Ｃ（Ｏ）Ｏ－ＬＳ″－から選択される、請求項１４に記載の化
合物または塩。
【請求項１６】
　ＲＡがハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、ホ
スホノキシ、ホスホノ、チオキソ、シアノ；またはＣ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ６アル
ケニルまたはＣ２－Ｃ６アルキニル（それらのそれぞれは各場合で独立に、ハロゲン、ヒ
ドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、ホスホノキシ、ホスホノ
、チオキソ、ホルミルまたはシアノから選択される１以上の置換基で置換されていても良
い）；またはＣ３－Ｃ６炭素環、または３から６員の複素環（それらのそれぞれは独立に
各場合で、ハロゲン、ヒドロキシ、メルカプト、アミノ、カルボキシ、ニトロ、オキソ、
ホスホノキシ、ホスホノ、チオキソ、ホルミル、シアノ、Ｃ１－Ｃ６アルキル、Ｃ２－Ｃ

６アルケニル、Ｃ２－Ｃ６アルキニル、Ｃ１－Ｃ６ハロアルキル、Ｃ２－Ｃ６ハロアルケ
ニルまたはＣ２－Ｃ６ハロアルキニルから選択される１以上の置換基で置換されていても
良い）である、請求項１４に記載の化合物または塩。
【請求項１７】
　請求項１に記載の化合物または塩を含む医薬組成物。
【請求項１８】
　ＨＣＶプロテアーゼ阻害薬、ＨＣＶポリメラーゼ（ｐｏｌｙｍｅｒａｓｅ）阻害薬また
は別の抗ＨＣＶ剤をさらに含む、請求項１７に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　ＨＣＶ患者に対して請求項１の化合物または塩を投与する段階を有する、ＨＣＶ感染の
治療方法。
【請求項２０】
　請求項１に記載の化合物の製造方法であって、
　式ＩＩの化合物
【化８】

を、式ＩＩＩの化合物
【化９】



(13) JP 2012-524100 A5 2013.7.18

［式中、Ｑはハロであり、Ａ、Ｄ、Ｌ１、Ｌ３、およびＹは、請求項１に定義される通り
である］にカップリングさせる工程を含む、方法。
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